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骸　ビジター紹介

渡部晃雄君（仏　　教）本間俵左工門君（観光協会）－温海R・C

旅河正美君（弁　護　士）－藤沢R・C

林　権之助君（電気器具販売）栗本敏直君（家具販売）

佐藤　拡君（内　　科）羽根田正吉君（建　築）
鶴岡西R．C

彩会長報告

1．去る6月13日午後3時から、山王プラザに於て、今年度最終回第6回目のク

ラブ協議会を開きました。今年度の活動実績を省みて、次期に引き継ぐべきも　）

のは、引き継ぐと同時に、来年度の活動計画立案の下準備のため、約2時間半

協議が行われました。従来は現委員長だけの協議会をやり、終ってから次年度

委員長の協議会をするという風に時間をずらして2つの会合を開いておりまし

た。

今回は次期会長の発案で新旧要員長が一緒になって協議会を開いてみました

が、この方が時間も多少短縮され、新旧の引き継ぎもスムーズに出来たように

思いました。

2．分区内新旧会長、幹事会が6月18日（日）湯野浜亀屋ホテルで小池分区代理、

五十嵐次期分区代理を迎えて分区内9クラブから30数名が参加して開かれまし

た。

3．ご承知のように去る4月29日春の叙勲の受章者が発表され、当クラブの阿部

裏先生が勲三等旭日中授章、受章の栄誉をうけられました。同じクラブのメソ

ノミーとして私達にとっても大変嬉しいことであり、何らかの形で祝意をあらわ

したいと思っておりました。同じクラブのことゝして、お許し願って、一卒直に

申しますが、理事会でも何度か話題になり、別に親睦活動委員会の中にも企画

があったようであります。当然クラブとして祝賀会をもって、お祝いすべしと　）

いう話も少くなかったのでありますが、おききしますと、松山町でも又大学関

係でも夫々会を持たれたということですし、何より先生のお人柄から何度して、

余りおおげさにすることは、お気持ちの上で負担をかけるのではないかという

ことから、クラブとしては、本日、例会の席上、ささやかですが、記念品をお

贈りして、私達の気持ちをあらわすことにいたしました○

私から紹介申し上げるまでもないことですが、先生は東北大学理学部ご卒業

後、昭和24年山形大学農学部教授にご就任、昭和48年に退官されて、現在は山

形大学名誉教授でいらっしゃいます。先生は動物生態学の研究、特に貝の進化

の研究に多くの功績を残され「貝の科学」など多くの著書を持たれ、高山樗牛



賞、茂吉文化貴を受章されました。現在はご専門の研究活動のかたわら自宅を

開放して地元の小・中・高校生の教育、指導に当っておられます。

今回の受章理由に、ロータリーが直接関係ありませんが、日頃先生の奉仕活

動を陰ながら拝見しますと、奉仕とはこうしてするものかと教えられるところ

が沢山ございます。先生のような方とクラブを同じく出来ることは大変誇りに

思いますし、今回の受章も本当に嬉しく、心からお慶び申し上げます。会員一

同のお祝いの気持ちを受けて頂ければ幸いでございます0一同拍手をもってこ

の栄誉をたたえたいと思います0

＼ノ　珍幹事報告

1．例会場所、時間の変更

（1）八幡R．C

7月1日の例会は竹の子会のため、次の通り変更

“）と　き　7月1日（土）P・M7：00点鐘

（ロ）ところ　升田公民館

再　登録料　3，000円

（2）立川R．C

6月29日（木）の例会は当クラブ創立記念日のため、次の通り変更

び）と　き　6月29日（木）P．M6：00点鐘

（ロ）ところ　庄内ドライブイン

再　登録料　3，000円

（3）鶴岡西R．C

6月30日（金）の例会は本年度最終例会並びにクラブ協議会のため、次の通

り変更

材）と　き　6月30日（金）P．M6：00点鐘

伺　ところ　ホテル　ゆ　　ら

再　登録料　3，500円

（4）温海R．C

6且26日（月）の例会は次の通り変更

（イ）と　き　6月26日（月）P・M6：00点鐘

（ロ）ところ　滝の屋旅館

再　登録料　3，000円

2．第268地区年次大会のご案内

と　き11月13日（月）～15日（水）

ところ　宝塚大劇場（宝塚ファミリーランド内）



登録料　会員、家族とも　10，000円

ホストク　ラブ　宝塚R．C

コホストクラブ　西宮R．C

仮申込期日　6月30日必着

3．会報到着

（1）山形R．C（2）山形西R．C（3）山形北R．C（4）山形南R．C

（5）能代R．C（6）村上R．C（7）石巻東R．C

形ゲスト・スピーチ　　＜庭造りの基礎知識＞　　　佐藤茂右工門氏

庭づくりの基本

1．環境に順応すること。

2．自然の山水のよいところの急所をその庭へ無理がなく納まるように取り

入れること。

3．先輩のすぐれた構想や手法を御手本として参考にすること。

4．注文主の希望を充分にくみとって、それを庭づくりに反映させること。

5．最後に自分の創作的デザインを大いに発揮すべきこと。

以上が庭づくりの基本的な心得で、これは現代造園設計上の要諦ともいえる

と思います。

穿出席報告

竺竺竺竺竺し竺二竺

竺竺竪し．空
確定出席率⊇97．01％

迎田君一天童R．C
笹原君、風間君一仙台R．C
飯自君、五十嵐（三）君、中野（清）君、板垣
（広）君、佐藤（昇）君、佐藤（衛）君、鷺田君
丹下君、富樫君、吉野一鶴岡西R．C
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